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感染予防対策をしながら活動しています！！



令和元（平成３１）年度事業報告・決算

１．法人運営事業
（1）理事会・評議員会・幹部会・監査会の開催
（2）広報紙の発行、ホームページの作成と更新
　　「みんなのちいきふくし」の発行・4回（1回あたり 26,700部）発行
（3）社会福祉協議会会員加入促進と強化
　　会費総額　14,810,400円　　　加入率　56.2％

２．地域福祉活動事業
（1）住民主体の地区社協活動・小地区社協活動の推進
　① 地区社協会長会議の開催 4回開催
　② 「赤い羽根 福祉でまちづくり助成事業」の実施　
　③ 小地域ケア会議･圏域地域包括ケア会議との連携
（2）民生委員･児童委員活動との連携
（3）福祉委員活動の推進
　① 福祉委員の配置を推進　590人（46世帯に１人の配置）
　② 地区福祉委員会、市福祉委員協議会の活動支援
　③ 福祉委員だより”ささえあい”」の発行 2回
（4）ふれあいサロン事業の推進
　① ふれあいサロン研修会、交流会の開催
　② ふれあいサロン活動助成金の交付
　　・申請　223か所　　・助成　215か所（総額　4,678,000円）
（5）ボランティアセンター事業の実施
　① ボランティア(グループ、個人)活動の支援　　登録(72グループ、

個人3人)
　② 「夏のボランティア体験事業」の実施
　　・市内の中学生･高校生 232人参加　・51事業所で活動
　　・事前、事後研修会の実施
　③ ボランティア連絡協議会の支援
　　・13団体、179人　・総会・交流集会・視察研修・役員会の実施
（6）災害ボランティアセンター事業
　① 災害ボランティアの派遣　
　　・派遣件数：54件　・派遣人数：273人
（7）福祉教育の推進
　① 社会福祉学習支援事業の実施
　　・実施件数：小学校12件、中学校1件、地域団体1件
　② 県立高校社会貢献活動との連携　　南高：延 129人　総高：延 65人
（8）生活福祉資金等の貸付
　　・生活福祉資金の貸付　　 相談件数31件（内貸付実施件数3件）
（9）生活支援サービスの検討
　① 生活支援「にこにこサポート事業」の実施（サポーター登録 121人）
　　・活動件数：1,207件　　利用者：43人　　
　② 生活支援サービス検討委員会の開催（第1層協議体）
　③ 圏域地域包括ケア会議の開催（第２層協議体）
（10）復興支援事業
　①復興支援センター事業の推進
　　・被災者の生活状況の把握と基盤づくり、見守り・相談支援
　　・相談件数：5,725件　　・訪問件数：448件
　②平成30年度豪雨災害義援金及び支援金活用事業
　　・被災者見守り応援事業、復興支援助成事業
（11）社会福祉法人との連携事業

３．子育て支援事業
（1）子育て支援団体・子育てサロン事業の支援

４．高齢者福祉事業
（1）地区給食サービス事業の実施（地区社協主催で実施）
（2）敬老会の開催（地区社協主催で開催）

～令和元（平成３１）年度 主な事業実績～

（3）高齢者等団体（老人クラブ、ひとり暮らし高齢者の会、介護者の会）支援
（4）そうじゃ60歳からの人生設計所（生涯現役促進事業）の設置運営

５．障がい者福祉事業
（1）障がい者基幹相談支援センターの設置運営（相談件数：延3,427件)　
（2）発達障がい者支援体制整備事業（相談件数：延1,802件）
（3）障がい者千五百人雇用センターの設置運営（相談件数：延5,679件）
（4）障がい者地域活動支援センター（Ⅰ型）「ゆうゆう」の設置運営
　　・利用者延人数：1,380人
（5）地域自立支援協議会の運営
（6）障がい者（児）団体の支援

６．権利擁護事業
（1）権利擁護センターの設置運営
　　・虐待防止対策事業：延1,538件　・成年後見支援事業：延455件
　　・入院・入居支援事業：延97件
（2）日常生活自立支援事業の実施（利用者数：15人）
（3）法人後見事業の実施（受任数：13件）
（4）生活困窮支援センターの設置運営（相談件数：延8,090件）
（5）「ひきこもり」支援事業の実施（相談件数：延3,613件）

７．在宅福祉サービス事業
（1）介護保険事業（居宅介護支援事業、訪問介護事業）の実施
　① 居宅介護支援事業（ケアプラン作成）
　② 訪問介護事業（ホームヘルパー派遣）
（2）障がい福祉サービス事業の実施
（3）高齢者の自立支援事業（ホームヘルプサービス）の実施
（4）車イス貸出し事業の実施

８．福祉センター等管理運営事業
（1）総社市総合福祉センターの管理運営
（2）やすらぎの家、さんあいの家、ひだまりの家、
　　  山手ふれあいセンターの指定管理

９．共同募金・歳末たすけあい運動の実施
（1）共同募金・歳末たすけあい募金の実施
　① 共同募金実績額　10,037,053円
　② 歳末たすけあい募金　実績額　329,425円
　③ 7月豪雨災害に係る災害支援の実施
（2）共同募金事業の実施
（3）歳末たすけあい事業の実施（寝たきり者への友愛訪問事業）

10．赤十字事業
（1）日赤社資増強運動の推進　実績額　9,811,750円 
（2）災害救援事業の実施
（3）赤十字奉仕団活動の推進及び助成
（4）赤十字事業普及のための広報活動
　　

11．災害救援活動、災害救援募金の実施

12.  社会福祉・介護福祉現場実習生の指導

13.  視察研修等の受入

（1）地区社会福祉協議会（地区社協）活動の推進
（2）福祉委員活動の推進
（3）ふれあいサロン活動の推進
（4）ボランティアセンター事業の推進
（5）災害被災者復興支援事業の実施
（6）ひきこもり支援の推進
（7）生活支援体制整備事業の実施

☆重点事業

　事業報告・決算は、本会のホームページ
内で公開をしています。
詳しくは、
　「総社市社会福祉協議会」
　　　　　➡「総社市社協について」　　　
　　　　　　　　　　　からご覧ください。
　　　http://www.sojasyakyo.or.jp/
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令和元（平成３１）年度事業報告・決算

日本赤十字社

JAPANESE RED CROSS SOCIETY

令和元（平成３１）年度 事業活動計算書

令和元（平成３１）年度 貸借対照表
（単位：円）

資　産　の　部 負　債　の　部

当年度末 当年度末

流動資産                            214,251,438 流動負債                            78,125,909

現金預金 105,900,756 　　事業未払金 59,906,364

事業未収金 104,380,682 　　預り金 31,662

未収補助金 3,970,000 　　職員預り金 2,787,883

　　賞与引当金 15,400,000

固定資産 660,318,819 固定負債 106,310,846

基本財産 121,724,120 　　退職給付引当金 106,310,846

建物 118,724,120 負債の部合計 184,436,755

定期預金 3,000,000 純資産の部

その他の固定資産                            538,594,699 基本金 3,000,000

                        車両運搬具 6,510,299 基金 372,546,930

器具及び備品 6,726,309 福祉基金 280,571,382

緊急援護資金貸付金 1,485,000 報奨基金 2,572,548

退職手当積立基金預け金 106,310,846 地域福祉活動基金 89,403,000

福祉基金積立資産 280,571,382 国庫補助金等特別積立金 119,637,917

報奨基金積立資産 2,572,548 国庫補助金等特別積立金 119,637,917

地域福祉活動基金積立資産 89,403,000 その他の積立金 45,015,315

運用資金積立資産 15,015,315 運用資金積立金 15,015,315

備品等購入資金積立資産 30,000,000 備品等購入資金積立金 30,000,000

次期繰越活動増減差額 149,933,340

次期繰越活動増減差額 149,933,340

　（うち当期活動増減差額） △ 26,019,887

純資産の部合計 690,133,502

資産の部合計    874,570,257 負債及び純資産の部合計 874,570,257

（単位：円）

勘定科目 決　算

　【サービス活動増減の部】

収
　
益

会費収益 14,810,400

寄付金収益 4,308,143

経常経費補助金収益 83,259,425

受託金収益 161,971,340

事業収益 3,763,385

負担金収益 3,433,605

介護保険事業収益 72,630,645

障害福祉サービス等事業収入 41,135,907

その他の収益 7,383,819

サービス活動収益計 (1) 392,696,669

費
　
用

人件費 330,354,115

事業費 34,873,371

事務費 26,697,847

助成金費用 27,833,369

基金組入額 51,382

減価償却費 10,792,556

国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 5,935,000

徴収不能額

その他の費用 18,450

サービス活動費用計 (2) 424,686,090

サービス活動増減差額 (3)=(1)-(2) △ 31,989,421

（単位：円）

勘定科目 決　算

　【サービス活動外増減の部】

収
益

受取利息配当金収益 72,025

雑収益 4,597,509

サービス活動外収益計 (4) 4,669,534

費
用 サービス活動外費用計 (5) 0

サービス活動外増減差額 (6)=(4)-(5) 4,669,534

　経常増減差額 (7)=(3)+(6) △ 27,319,887

　【特別増減の部】

収
益

施設整備等補助金収益

固定資産受贈額 1,300,000

特別収益計 (8) 1,300,000

費
用

固定資産売却損・処分損

国庫補助金等特別積立金積立額

特別費用計 (9)

特別増減差額 (10)=(8)-(9) 1,300,000

　当期活動増減差額 (11)=(7)+(10) △ 26,019,887

　【繰越活動増減差額の部】

　　前期繰越活動増減差額 (12) 175,953,227

　　当期末繰越活動増減差額 (13)=(11)+(12) 149,933,340

　　基本金取崩額 (14) 0

　　基金取崩額 (15) 0

　　その他の積立金取崩額 (16) 0

　　その他の積立金積立額 (17) 0

　　次期繰越活動増減差額 (18)=(13)+(14)+(15)+(16)-(17) 149,933,340

ご協力ありがとうございました。
　日本赤十字事業におきましては、日頃からのご理解とご協力をありがとうございます。
　皆様から寄せられた会費・寄付金は、災害時の救護支援活動や減災・防災に向けての活
動をはじめ、国際援助活動、救急法、家庭看護法、幼児安全法等の講習など、日本赤十字
社の活動に有効に活用させていただいております。
　今後とも、ご協力をよろしくお願いいたします。
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地域ニュース　ｆｒｏｍ　地区社協

　

11
月
の
第
３
土
曜
日
に
「
健
康
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
新
本
地
区
社
協
は
「
新
本
を
歩
こ
う
」
を
テ
ー
マ
に
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
大
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
義
民
３
０
０
年
の
記
念
行

事
で
登
山
道
が
整
備
さ
れ
た
春
山
へ
健
脚
コ
ー
ス
（
6.8
㎞
）　

と
、
ふ
れ

あ
い
コ
ー
ス（
往
復
５
㎞
）の
二
つ
の
コ
ー
ス
を
設
定
し
て
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
好
天
に
恵
ま
れ
、
約
20
名

の
参
加
者
と
毎
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参

加
し
て
く
れ
る
高
校
生
た
ち
で
賑
わ
い

ま
し
た
。
９
時
に
ス
タ
ー
ト
し
、
最
後

の
１
０
０
ｍ
ほ
ど
の
急
登
を
登
り
馬
頸

子
城
跡
で
、
眼
下
に
広
が
る
新
本
の
風

光
を
楽
し
ん
で
い
る
こ
ろ
、
ふ
れ
あ
い

コ
ー
ス
参
加
の
87
歳
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん

が
、
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
青
年
た

ち
に
手
を
引
か
れ
、
背
を
押
し
励
ま
さ

れ
登
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。「
お
疲
れ

さ
ま
～
」
の
声
に
迎
え
ら
れ
、
大
変
喜

ん
で
展
望
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。「
登
っ

て
み
た
い
」
の
願
い
を
か
な
え
て
く
れ

た
高
校
生
に
感
謝
を
し
な
が
ら
、
往
復

２
時
間
半
ほ
ど
の
山
行
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

一
人
で
も
多
く
の
方
が
参
加
し
て
く

だ
さ
っ
た
ら
と
、
次
回
の
コ
ー
ス
を
考

え
て
い
る
こ
の
頃
で
す
。

　

私
た
ち
服
部
地
区
社
協
は
、
岡

山
県
立
大
学
が
立
地
す
る
地
域
の

地
区
社
協
と
し
て
、
例
年
、
地
域

創
生
演
習
（
旧
お
か
や
ま
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
演
習
）
を
受
け
入
れ
、
学

生
と
と
も
に
地
域
住
民
の
交
流
や

福
祉
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

本
年
も
、
こ
の
演
習
要
請
を
受

け
入
れ
ま
す
。
昨
年
ま
で
は
、「
夏

休
み
お
楽
し
み
会
」、「
ふ
れ
あ
い

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
」
な
ど
で
、

演
習
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
本
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
、
こ
れ
ら
の
催
事
は
中
止
と
な
り
、「
世
代
交
流
ふ
れ
あ

い
会
」、「
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
」
な
ど
で
演

習
を
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

学
生
に
と
っ
て
は
、
今
後
の
学
生
生
活
、
人

生
活
動
に
影
響
す
る
、
重
大
な
演
習
で
あ
り
、

責
任
も
あ
り
ま
す
が
、
学
生
た
ち
の
若
さ
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
、
私
た

ち
の
地
区
社
協
活
動

に
も
き
っ
と
プ
ラ
ス

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

新本地区社協

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
　
in
　
新
本

服部地区社協

岡
山
県
立
大
学

　
　
　
　
　「
地
域
創
生
演
習
」
の
受
け
入
れ
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地域ニュース　ｆｒｏｍ　地区社協/サロン貸出備品

～釣りっこ～
魚のフチを竿先のフックで引っ掛けて釣り
ます！竿のしなり感と手ごたえ感をお楽し
みください！魚によって難易度が違いま

す！挑戦してみませんか？？

　

晴
天
に
恵
ま
れ
て
、
第
10
回
「
や
ま
て

な
か
よ
し
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
が
11
月
10
日

（
日
）、
山
手
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

応
援
に
来
て
く
れ
た
チ
ュ
ッ
ピ
ー
と
記

念
撮
影
の
後
、
今
年
は
、
岡
谷
地
区
の
史

跡
を
巡
り
ま
し
た
。

　

ベ
ビ
ー
カ
ー
の
幼
児
か
ら
小
学
生
ま

で
、親
子
、シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
、福
祉
委
員
、

愛
育
委
員
な
ど
、
多
数
の
参
加
が
あ
り
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
後
は
、
完
歩
賞
の

チ
ュ
ッ
ピ
ー
メ
ダ
ル
、
そ
し
て
昼
食
に
は
、

栄
養
委
員
特
製
の
お
い
し
い
カ
レ
ー
で
舌

づ
つ
み
。

　

食
後
は
、
外
に
出
て
、
全
員
で
ゲ
ー
ム
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
度
は
、
岡
山
県
立
大
学
、
総
社
南
高
校
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
お
世
話
に
な
り
、
追
っ
か
け
玉
入

れ
、
じ
ゃ
ん
け
ん
列
車
で
遊
び
、
最
後
は
全
員
で

パ
ン
食
い
競
争
を
し
、
三
世
代
交
流
の
有
意
義
な

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
で

始
ま
っ
た
今
年
度
、
地
区
社
協
の
一
番
大
き
な
行

事
で
あ
る
敬
老
会
、「
９
月
に
は
治
ま
る
⁉
」
と
の

淡
い
期
待
も
裏
切
ら
れ
、
安
全
対
策
を
と
り
、
式

典
を
中
止
し
、
記
念
品
を
お
届
け
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

新しい貸出備品が増えました！！
ふれあいサロン活動で活用できるレクレーション道具やゲー
ムなどの備品を貸し出しています。
今回、新しく増えた備品を紹介します！

～ゲームレール～
ボールを投げて、ボールが止まった場所に
あるカードの得点で競い合うゲームです！
思った場所にボールが止まらないところが

このゲームの面白さです！

山手地区社協

「
や
ま
て
な
か
よ
し
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

座って遊べる！

ふれあいサロン活動に、 ぜひご活用ください！
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生活支援・介護予防

　７月９日（木）に、総社市原にある古民家交流スペース
「なっ茶ん家」にて、「移動販売」などの買い物に関するサー
ビスを周知・体験する機会として、「かいもの市 in なっ茶ん家」
を開催しました。
　約 60 名の参加があり、実際に商品を手に取ったり、配達
の相談をしたりと、思い思いに過ごされ、これからの“買い物”
について考えるきっかけとなりました。

　　≪参加事業所≫
 ・移動スーパーとくし丸
 ・いどうスーパーロンドン
 ・生活協同組合おかやまコープ
・グリーンコープ生活協同組合おかやま

かいもの市  in  なっ茶ん家 を開催しました！

今後も別の地区・会場で開催予定です！

う
ち
の
方
に
も
来
て

く
れ
る
ん
か
な
？

色んな商品が

あるんじゃなぁ！

　高齢者の介護予防や生活支援に関する知識や技術を習得し、地域の中で実践していただく
人材を養成するため、今年度も講座を開催します。

～ 介護予防・生活支援サポーター養成講座のご案内 ～

第１回 10 月   6 日（火）    9:30 ～ 11:30 介護保険制度と地域福祉

第２回 10 月 13 日（火）    9:30 ～ 11:30 地域包括支援センターと“にこサポ”活動

第３回
・

第４回

10 月 26 日（月）13:30 ～ 15:00 人生会議、話してみませんか？

11 月   2 日（月）  13:30 ～ 15:00 救急車の正しい呼び方

11 月 12 日（木）  13:30 ～ 15:30 自宅で健やかに過ごすために

11 月 16 日（月）  13:30 ～ 15:00 免疫力を高める食事と生活習慣

11 月 24 日（火）  13:30 ～ 15:00 災害の時を平時から考える

第５回 12 月   3 日（木）    9:30 ～ 11:30 にこにこサポート活動を知ろう！
　　　～サポーターからの声～

第６回 12 月   9 日（水）    9:30 ～ 12:00 講演「お互いさまのココロ
　　　～地域で豊かに暮らし続けるために～」

　にこにこサポーター（略称：にこサポ）とは、高齢者
のちょっとした困りごとをお手伝いする応援団です。当
講座の修了者で、123 名（令和２年７月末時点）の方に
ご登録いただいております。
仲間とともに、“支えあいの輪”を広げましょう！

【日程と主な内容】※変更する場合があります。

医
療
介
護
市
民
講
座

　
　
（
２
講
座
以
上
を
選
択
）
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在宅福祉/生活困窮支援センター

登録ヘルパー募集中！
現在 38 名の方が活躍中♪

資格は持っているけど、働いたことがない
フルタイムは難しいけど、短時間なら OK
介護の仕事をしていたけどブランクがある
                                　といった方大歓迎です

問い合わせ先　在宅福祉課（担当：吉澤・多田）

Tel　（0866）92-8560
Mail  kaigo-soja@sojasyakyo.or.jp

ぜひ、 ご連絡ください！

私たちと一緒に

　　働いてみませんか

　今日は、ヘルパー

さんとハンバーグ作り♪

レパートリーが増えました

ヘルパーさんと一緒に

Cooking ♬包丁も上手に

使えるようになりました

仕事が続かない

借金の返済ができない 家計のやりくりどうすればいいの？

食べるものがない

生活の 不安・心配ごと
わたしたちにご相談ください！

　総社市生活困窮支援センター

Tel　（0866）92-8374

Mail  shien@sojasyakyo.or.jp

開所時間　月曜日から金曜日（祝日除く）

　　　　　午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分

令和２年度　第 1 回

〇日時

10 月 24 日（土）10：00 ～ 13：00

〇場所

コープ総社東

フードドライブ
ご協力よろしくお願いします！

◎ご協力いただきたい食品

・常温で保存可能なもの

・未開封で破損していないもの

・賞味期限が明記されており、1 か月

以上残っているもの

連絡先

フードドライブって？
ご家庭のいただきものや、買いすぎ
た食品を募り、食べ物に困っている
人や、地域の福祉団体などに提供す
る取り組みです。
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ひきこもり支援センター

令和 2 年 
　10 月 16 日（金） 
　　９:30 ～ 11：30

「ひきこもり支援とサポーターの役割（仮）」
　　講　師　岡山県立大学　保健福祉学部保健福祉学科
　　　　　　准教授　周防　美智子　氏
　　報　告　ひきこもりサポーター「ほっとも」の会

　10 月 27 日（火） 
　  14:00 ～ 16:00

「ひきこもりのとらえ方（仮）」
　　講　師　岡山高等学院　副校長　水野　文一郎　氏
      報　告　ひきこもり家族会「ほっとタッチの会」

　11 月 11 日（水） 
　  14:00 ～ 16:00

 「人と関わる時に大切なこと（仮）」
　　講　師　川崎医療福祉大学　医療福祉学部医療福祉学科　
                  講師　直島　克樹　氏

　11 月 27 日（金） 
　  14:00 ～ 16:00

「ピアサポートと居場所支援について考えよう（仮）」
　　講　師　ＮＰＯ法人あかね　代表理事　中山　遼　氏

　12 月 10 日（木） 
　  14:00 ～ 16:00

「総社市の取り組みから～自分たちができることを考えよう～（仮）」
　　コーディネーター　岡山県立大学　保健福祉学部保健福祉学科
　　　　　　　　　　　准教授　周防　美智子　氏
　　報　告　　　　　　総社市保健福祉部福祉課、岡山県備中保健所
　　　　　　　　　　　総社市学校教育課、総社市社会福祉協議会

ひきこもりサポーター養成講座を開催します !
　ひきこもりは本人や家族だけの課題ではなく、社会全体の課題です。
　ひきこもりに対する理解を深め、ひきこもりの方やそのご家族の支え手として、地域での見守り・当事者
の居場所づくりなどの地域におけるひきこもり支援にご協力いただける方、自分たちにできることを一緒に
考えてみませんか。

●参加対象　　ひきこもり支援に興味があり、地域での見守り活動など、総社市内で
　　　　　　　継続的に活動できる方
●募集定員　　40 人 （参加費：テキスト代　500 円）
●申込方法　　令和２年９月 30 日（水）までにお電話、FAX 等でお申込みください
　　　　　　　※氏名・所属・住所・電話番号・受講動機をお知らせください
●会　　場　　総合福祉センター（中央 1-1-3）
●申 込 先   ひきこもり支援センター「ワンタッチ」　
                     TEL：(0866)92-8597  　FAX：(0866)92-8284
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権利擁護センター“しえん”

総社市権利擁護センター
　　　　　　　“しえん”

弁護士

「民法改正②
　　  ー消滅時効ー」

吉野　夏己

 連載　第２回
　前回お話したとおり、民法の一部を改正する法律は、令和２年４月１日か
ら施行されました。それでは、平成２７年５月２０日に、Ａさんが、Ｂさん
から１ヶ月後に返す約束で１００万円を借り、Ｂさんが全く返還請求等をし
なかった場合、５年で「消滅時効」は完成してしまうのでしょうか。
　改正民法の経過措置は、「附則」で規定されており、消滅時効については、「附
則」１０条４項は、「施行日前に債権が生じた場合におけるその債権の消滅時
効の期間については、なお従前の例による。」と規定されており、令和２年４
月１日より前に借入れをしていた場合は、その借金の消滅時効期間は、改正
前の規定に従うことになります。つまり、改正前の民法が適用され、「権利を
行使できる時」から１０年間が原則となります（なお、Ｂさんが、貸金業者
や銀行などである場合は５年間であることに注意）。
  なお、交通事故などの不法行為による人身損害による損害賠償請求権の時効
期間は、改正前の民法では、「損害及び加害を知った時から３年」と規定され
ていましたが、改正法では５年に変更されました。しかし、令和２年４月１
日より前に交通事故が発生し、令和２年４月１日時点で「損害及び加害を知っ
た時から３年」が経過していなければ、時効期間は５年となります（「附則」
３５条２項）。複雑なのですが、平成２９年５月にＡさんが交通事故にあい、
人的損害と物的損害の両方が発生した場合で、損害及び加害者を知っていた
場合、令和２年４月１日の時点では３年の時効期間は経過していないので、
人的損害の損害賠償請求権について時効期間は５年となります。ところが、
物的損害の損害賠償請求権は３年なので、令和２年７月時点では、すでに消
滅時効が完成していることになります。具体的な事案については、必ず専門
家に相談してください。

法律ミニ講座を開催します！

　＜お申し込み・お問い合わせ＞
総社市権利擁護センター“しえん”　総社市中央１－１－３
ＴＥＬ（０８６６）９２－８３７４　ＦＡＸ（０８６６）９２－８２８４

　総社市権利擁護センター“しえん”では、法律の正
しい知識を身に着けることを目的に、今年度も「法律
ミニ講座」を開催します。弁護士と一緒に、生活に身
近な法律について学びましょう。どなたでもご参加い
ただけます！お誘いあわせの上、お申し込みください。

【第３回】８月２０日（木）「空き家対策」

【第４回】９月１７日（木）

　　  「道路妨害～ある日、道路が通せんぼされたら？～」

【第５回】10 月 15 日 ( 木 )「野生動物と法」

【第６回】11 月 19 日 ( 木 )「たばこ規制について」

成年後見セミナーを開催します！

　認知症や障がいのある方など、判断に不安のある
方を支える「成年後見制度」について、広く知って
いただくことを目的として、「成年後見セミナー」を
開催いたします。
　また、総社市市民後見人養成研修についても併せ
てご案内させていただきます。
　皆さまお誘いあわせの上ご参加ください。

権利擁護センターからのお知らせ

◆会場：総社市総合福祉センター　2 階　技能習得室

◆時間：いずれも 14 時 00 分～ 15 時 30 分

◆講師：総社市権利擁護センター“しえん”　　　　　

　　　　弁護士　吉野　夏己

◆日時：令和 2 年 8 月 31 日（月）

　　　　13 時 30 分～ 15 時 00 分（受付開始 13：00）

◆場所：総社市総合福祉センター　3 階　大会議室

参加費無料

参加費無料
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障がい支援

～
障
が
い
が
あ
っ
て
も
地
域
で
あ
な
た
ら
し
く
生
活
を
～

市
内
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
紹
介
し
た
　
　
　
　
　
　
　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た

　
『
そ
う
じ
ゃ
!!
総
社
で
暮
ら
そ
う
！
』
は
、「
こ
れ
か
ら

一
人
暮
ら
し
を
目
指
し
た
い
」、
掃
除
や
洗
濯
、
調
理
な
ど

「
自
分
で
で
き
る
こ
と
を
増
や
し
た
い
」
と
考
え
て
い
る
方

を
応
援
し
た
い
と
い
う
思
い
で
作
成
し
ま
し
た
。　
　
　

　
　

　

障
が
い
者
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の
暮
ら
し
や
、
自
立

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
な
ど
が
一
冊

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
冊
子
は
、
障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に

置
い
て
あ
り
ま
す
。

　

お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

発
行
：
総
社
市
地
域
自
立
支
援
協
議
会　

住
ま
い
を
考
え
る
部
会

　このパンフレットは、総社市社会福祉協議会
のホームページからダウンロードができます

総社市社会福祉協議会   

　　　

　　　　【もくじ】

　☆グループホームの紹介

　☆宿泊体験

　☆自立支援お役立ち情報

　　　　　　　　　　　など

～        

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス 

～
　
　

with
　
マ
ス
ク
の
あ
る
生
活
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
～
耳
が
聞
こ
え
な
い
と
い
う
こ
と
～
　

　
　

　
「
聞
こ
え
な
い
」
こ
と
は
外
見
か
ら
見

分
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。〝
聴
覚
障

が
い
が
あ
る
人
〟
と
言
っ
て
も
、
全
く
聞

こ
え
な
い
人
、
少
し
は
聞
こ
え
る
人
、
音

は
分
か
る
け
ど
言
葉
と
し
て
は
聞
き
取
れ

な
い
人
な
ど
、
聞
こ
え
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ

で
す
。
全
く
聞
こ
え
な
い
人
に
大
き
な
声

で
話
し
て
も
伝
わ
り
ま
せ
ん
。
聴
覚
障
が

い
の
人
た
ち
は
、
相
手
の
言
い
た
い
こ
と

を
口
の
動
き
や
表
情
な
ど
を
参
考
に
し
て

読
み
取
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
予
防
対
策
で
、
マ
ス
ク
を
つ
け
る
人
が

多
い
の
で
、
話
し
て
い
る
相
手
の
口
の
動

き
や
表
情
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ず
、

意
思
疎
通
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
ま
せ
ん
。

　

筆
談
な
ど
伝
わ
り
や
す
い
方
法
を
と
る

こ
と
で
、
お
互
い
に
思
い
や
り
を
も
ち
、

あ
ゆ
み
よ
り
の
き
っ
か
け
に
な
る
と
よ
い

で
す
ね
。

お店のレジで、『耳が聞こえな
い』と伝えても、大きな声で
言われたのか、周りの人に一
斉に振り向かれて、悲しくて
嫌な気持ちになったわ

伝えたいことを書くと伝わりやすいかも…

何を話しているのか分からない
　困ったなぁ…

耳が聞こえません
大きな声も聞こえません
サポートをお願いします

筆談
で教えてください

手作りのメッセージカード
　身振りや指さし、筆談、手話を使うことで、
円滑なコミュニケーションに繋がります。
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まごころのページ　ありがとうございます

種　　別 金　　額 寄　付　者 住　　所

香典返し 10,000 円 菱川満里子　　亡夫（和明） 宍粟

一般寄附 1,000 円 板野　晃久 井尻野

篤志品

食料品

（ジュース・お菓子） フード ･ シェアリング ･ ジャパン 

成田賢一
加賀郡吉備中央町上野

食料品（お菓子）

 （令和２年 4 月 11 日～令和２年 7 月 20 日まで　敬称略）

※ご了承をいただいた方についてのみ、紙面上に寄付金額を掲載させていただいております。

下記については、金額の多寡にかかわらずご希望により寄付金額は掲載しておりません。

寄　付　者 住所 寄　付　者 住所 寄　付　者 住所
▽香典返し

平田　仁之 亡妻 ( 泰子 ) 宍粟 内藤あつ子 亡夫 ( 剛士 ) 駅南二丁目 難波　義孝 亡母 ( 澄子 ) 上原
上中　博史 亡祖父 ( 青野秀夫 ) 種井 山　幸一 亡父 ( 重人 ) 総社 仮谷　照行 亡義母 ( 富美惠 ) 宍粟
小西富美夫 亡父 ( 英二 ) 真壁 河原　　寛 亡父 ( 良三 ) 美袋 平田　順一 亡父 ( 正夫 ) 見延
池上　和男 亡母 ( 政子 ) 井手 平田　勝則 亡父 ( 克正 ) 宍粟 髙谷　哲朗 亡父 ( 專太郎 ) 宿
阿部　稔久 亡父 ( 和男 ) 泉 池上　　豊 亡母 ( 富枝 ) 秦 久保　直登 亡母 ( 文子 ) 西郡
松永　廣二 亡母 ( 英子 ) 秦 西村　康弘 亡父 ( 計也 ) 泉 荒木　基治 亡母 ( なつ ) 原
茅原　敏夫 亡妻 ( 隆子 ) 福井 大森　悦子 亡夫 ( 佳一 ) 真壁 栢野　克弘 亡父 ( 弘志 ) 久米
堀　　千歳 亡夫 ( 延明 ) 下倉 池上　恭平 亡父 ( 康孝 ) 秦 角田　政子 亡母（祐子） 泉
諏訪　　保 亡妻 ( 敦子 ) 下原 山本　大介 亡母 ( 里江 ) 久代 ▽一般寄附
栢野　　隆 亡母 ( 澄恵 ) 久米 佐野　　勲 亡父 ( 博士 ) 清音軽部 板野　幸子 秦
吉岡　玉貴 亡父 ( 勇 ) 黒尾 佐久間富美子 亡母（井田美稚子）美袋 久米新開西町内会

赤い羽根共同募金運動
運動期間：１０月１日 ～ 
　　　　　　　　　　１２月３１日

　

今
年
も
、
10
月
１
日
か
ら
全
国
一
斉
に
、
赤
い

羽
根
共
同
募
金
運
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

運
動
期
間
の
始
ま
り
に
は
、
市
内
の
Ｊ
Ｒ
駅
、

量
販
店
で
福
祉
関
係
団
体
等
の
方
々
に
よ
る
街
頭

募
金
活
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
各
戸
へ
の
戸
別
募
金
を
は
じ
め
、

学
校
募
金
や
企
業･

商
店
で
の
協
力
店
募
金
な
ど
、

募
金
活
動
を
地
区
役
員
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
進
め
て
お
り
ま
す
。
運
動
期
間
中
、
ど

う
ぞ
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■総社市での募金額と使いみち

令和元年度　赤い羽根共同募金
 ポスター作品コンクール 

総社市社会福祉協議会の会員を募集しています !!
  社会福祉協議会では、住民のみなさまが主人公となって「地域福祉の
推進」をめざす福祉団体です。そのため、事業費の大きな財源として住
民のみなさまに社協会員になっていただき、会費のお願いをしています。

（会費は全て年額であり、入会は任意です） 普通会費　１，０００円
賛助会費　２，０００円
特別会費　５，０００円

◆令和元年度に集まった一般募金額【10,037,053 円】
　・総社市へ配分された一般募金の使いみち
　（市社会福祉協議会地域福祉活動）
　　ポスターコンクール、障がい福祉フォーラムハートフルそうじゃ
　（地区社会福祉協議会に助成）
　・福祉のまちづくり事業
◆令和元年度に集まった歳末たすけあい募金【329,425 円】
　・令和元年度に集まった歳末たすけあい募金の使いみち
　（在宅寝たきり者友愛訪問  56 人）
◆市内福祉施設にも配分されます   【最優秀賞作品】

　総社中央小学校 6 年 岡本蒼依さん 

みんなのちいきふくし1 1 みんなのちいきふくし
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歌手「さだ　まさし」様から
メッセージをいただきました！

・出口が見えず不安な毎日ですが、お互いに想いやり 
をもって乗り越えていきたいですね！もう少しがん
ばりましょう！

・大変な時こそ、みんなで支え合い笑顔あふれる総社
市にしましょう！

・大変と思いますが、一緒に前を向いていきましょう
ね！応援しています。

・まわりの“ありがとう”を見つけることで気持ちも
少し軽くなるような気がします。

地域のみなさんからいただいたメッセージを
ご紹介します！

これまで集まったメッセージ

ホームページ Face book

本プロジェクトにお寄せいただいたメッセージは、本会ホームページや
Facebook 等でも掲載しておりますので、ご覧ください。

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、研修会などへご参加の際には、マスクの着用など、

ご協力をお願いします。　今後の状況によって、研修会などを中止させていただく場合があります。

みんなの声・想いをつなぐプロジェクト
【ご報告】

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、現在までに、様々な地域行事が自粛さ
れてきました。
　本会では、応援メッセージを募り、「人」から「人」へ声や想いをつなぐことで、孤立
防止や地域貢献活動の実施につなげることを目的に本プロジェクトを実施しました。

２５０件（７月３１日現在）


